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＜連絡事項＞

· 南病棟の事故の件を教訓とし、施設内に事故の危険性のある箇所がないか確認し施設内の安全確保に努める事。

· 男子トイレの暖房が入っていることがあり、パッキンを溶かす恐れがあるためスタッフが確認した場合は随時消すようにし、ミーティングの中でもメンバーに呼びかける。

· ルームランナーの動作に異常があり（突然、速度の変化が起こる）転倒の恐れがあるため、ルームランナー使用を停止している。ルームランナーで体力作り及びダイエットを行っているメンバーがいるため現在のルームランナーの状況を説明し、ルームランナーの保証書、使用方法を再度確認し、修理の依頼を行う。

＜利用者様情報・検討＞

○井畑　光湖様　（26）　うつ病　デイケア利用

＜青明舎より情報提供＞

5/4　ご家族（母様、姉様）が相談のため来所されたとの事。

現在も八戸赤十字病院入院継続しており、主治医より退院についての話は聞かれておらず、5/5

担当医に退院について確認する予定との事。

ご家族より、退院後も当院デイケアを利用継続する事、利用に際して週5日から週3日に利用日

を変更したいとの要望聞かれている。5/6ご家族が当院外来受診し、利用日について主治医（安ヶ平）に相談をすると話されている。

4月下旬、本人様が交際相手（青山荘男性入所者）に電話で連絡を取っていたことがあり、その事についてご家族に青明舎スタッフが話をすると、「知らなかった」との返答聞かれていたとの事。

＜対応策＞

関係機関に情報提供し、受診内容について情報提供していただけるよう依頼する。

○宮　陽子様　（55）　統合失調症　デイケア利用

＜主治医より＞

本人様とのデイケア利用目的について面談するにあたり、担当スタッフよりデイケアの利用目的

について主治医に確認している。

・デイケアの利用目的について

①生活リズムの確立

②服薬の確認

③他メンバーへの干渉が過度となる場合、スタッフ介入していくこと

　　　の3点が示されている。

・今後の方針

　　　デイケアでの経過を見ながら、早ければ2～3ヶ月後にうみねこ幸房利用について検討していく

事を考えている。青山荘退所後の生活について、本人様より希望あれば単身生活も視野に入れ

検討していく。

○今野　容子様　（71）　統合失調症　デイナイトケア利用

＜現状＞

5/3夕食前血糖値50mg/dlであるが、本人様から自覚症状の訴えは聞かれない。以前より、食事を

残食し、本人の食べたい物（お菓子･カップスープ等）を食べる等、自己調整する様子が見られて

いた。スタッフより、栄養面での偏りや、血糖値に不安定さ見られ身体的に負担がかかる状態と

なっている事を随時説明しているが、「わかった」との返答は聞かれるが、改善されず自己調整

を続けている。血糖値やデイナイトケアでの食事摂取量･間食については随時青風荘に情報提供し

ている。

＜対応策＞

· 食事摂取量チェック表を利用して、食事量を確認していく。

· 関係機関に随時情報提供していく。

· デイナイトケアでの間食や残食が見られる際には、身体面への影響について繰り返し声掛けを行っていく。

○森田　清助様　（53）統合失調症　ナイトケア利用

＜現状＞

· スタッフに「休日は他メンバーを誘い、一緒に過ごしている」「最近、人間不信なんだよ。なんかあった時に、みんなでなすりつけあっているのを見ると嫌になる」と話されている。また、祝日にナイトケアに参加される事について「他のメンバーは参加しないから、愚痴を言いたくて来ている」と話されている。

· 金銭面で、スタッフが通帳に関する話をすると口調が変わる事、会話中に「パチンコ勝った？」と他メンバーから聞かれ、「だめだった」と答えている事が見られる。また、ナイトケアにて小遣い長を記入しているが、徐々に使用する金額が増えてきている事が見られている。

＜対応策＞

· 本人様の話に傾聴していく。1対1での会話の場面を設定すれば、話をされるが、他メンバーもいる中では会話をされない事が見られる為、個別に話をする場面設定をしていく。

· 前回入院時に、対人面･金銭面での葛藤があり入水自殺を図ろうとした経緯もある為、関係機関に情報提供し、ナイトケアでも本人様の状態に留意していく。

○巴　　勇樹様　（27）　統合失調症　デイケア利用

＜現状＞

本人様よりうみねこ幸房利用希望聞かれ、自己評価として「大丈夫」「出来る」との発言聞か

れている。

本人様の作業遂行能力の評価をスタッフ･本人で行っていくため、現在デイケアにてチラシの裁

断作業を行っている。4/17より実施しているが、評価のポイントや評価に際しての枠組みが明確

となっておらず、客観的な判断が行うことが出来ていない状態にある。また、時間的枠組みとしてデイケアの通常プログラムの時間と重複しており、通常プログラムに参加できていない状態にある。

　

＜対応策＞

· 作業時間の変更：うみねこ幸房での作業時間を視野に入れての実施を検討。通常プログラムに参加し、それ以外の時間で作業時間を設定する。現在、本人様が8時半に来所されていること、外的刺激因子の少ない時間帯である事から9:00～10:00に実施していく事とする。

· 評価のポイント、枠組みを明確化し、スタッフ評価のみではなく、本人様評価も取り入れた形
での評価を検討していく。現在までの評価は、ポイントや環境設定が画一されていないため、作業開始時点から現在までの経過をまとめた形で記載しておく事とする。

· ご家族に、担当スタッフより定期的にデイケアでの様子や作業遂行能力に関する情報提供を行っていき、自宅での様子やご家族の要望を合わせて確認していく事とする。

○山田　健次様　（70）　統合失調症　ナイトケア利用

＜現状＞

以前、連絡なく欠席される事が多く見られており、欠席の連絡をしていただけるよう声掛けを

行っていた。現在は、来所して欠席を伝える事ができている。

冬期間は膝関節の痛みと、道路状況が悪く歩行が不安定なため、欠席が続いていた。昨年は4月より再通所出来るようになっていたが、今年は4月に入ってからも欠席する事が続いており、4月以降の参加回数は1回のみとなっている。

スタッフより、現在の生活状況について確認すると、食生活面ではパンだけを食されていたり野菜を全く摂取されていないなどの話が聞かれている。整容面では、入浴は2週間に一度の割合で行っているとのことで、同じ服を着続けていることが見られている。

＜対応策＞

ナイトケアへの参加率が低下している事、栄養面・整容面の乱れ、70歳という年齢を考慮し、他機関と今後の方針について検討していく。

